
信託契約

受益権

管理・処分権限

生活費給付・介護費用支払など

監修：一般社団法人家族信託普及協会

信託財産

委託者

受益者

受託者

❶家族信託は、財産を託す人（委託者）と託され
る人（受託者）の間で「契約」を交わすことが必
要です。契約当事者に意思判断能力がある間
に契約を交わしておくことが必要です。
❷財産の持ち主は親世代のまま、財産の管理
や処分をあらかじめ信託しておくことで、万が
一、親が認知症を発症しても、資産が凍結され
ずにすみます。

　

家
族
信
託
と
は
、
元
気
な
う
ち

か
ら
、
自
分
の
財
産
の
管
理
や
処

分
権
限
を
子
供
な
ど
の
信
頼
で
き

る
人
に
託
す
と
い
う
財
産
管
理
の

仕
組
み
で
す
。

　

例
え
ば
、「
預
金
口
座
か
ら
生

活
費
を
下
ろ
し
、
適
切
に
支
払
っ

て
ほ
し
い
」「
貸
駐
車
場
の
管
理
・

運
営
を
任
せ
た
い
」等
、委
任
す
る

こ
と
を
具
体
的
に
決
め
て
、
両
者

で「
信
託
契
約
」を
交
わ
し
ま
す
。

　

資
産
を
託
さ
れ
た
人（
受
託
者
・

子
供
）は
、契
約
書
に
定
め
ら
れ
た

範
囲
内
で
資
産
の
管
理
・
運
用
を

委
託
者
兼
受
益
者（
親
）の
た
め
に

行
い
ま
す
。
財
産
が
譲
渡
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
財
産
の
持
ち
主

は
親
の
ま
ま
で
す
。こ
の
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
財
産
の
管
理
や
処
分

権
限
を
子
供
な
ど
に
託
し
て
お
く

こ
と
で
、
万
が
一
、
認
知
症
を
発
症

し
て
も
資
産
が
凍
結
さ
れ
ず
、
適

切
な
管
理
・
処
分
を
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

老
後
の
不
安
点
や
希
望
、
そ
の

対
処
方
法
を
家
族
で
検
討
し
て
、

「
こ
の
形
で
、
お
前
に
頼
ん
だ
よ
」

「
し
っ
か
り
面
倒
を
み
ま
す
か
ら
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
」と
親
子
で

握
手
を
交
わ
す
の
が
、
家
族
信
託

と
い
う
仕
組
み
と
い
え
ま
す
。

の基礎知識

家
族
信
託
と
は
？

「家族信託」という仕組みをご存知でしょうか？ 2007年に
信託法が改正され、従来はとても煩雑な手続きが必要だっ
た「信託」という仕組みを、誰もが簡単に利用できるように
なりました。高齢期の親のために、自分の老後のために、家
族信託について学んでみましょう。

家族信託
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